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第
９
回
　
指
導
医
、
研
修
医
と
の

「
交
流
会
」
を
開
催
し
て

卒
後
研
修
担
当
理
事　

片　

岡　

晃　

哉

　

平
成
16
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
新
卒
後
臨
床
研
修
制
度
も
12
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

当
初
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
で
き
る
医
師
を
育
て
る
と
い
う
目
標
は

あ
る
も
の
の
、
地
域
医
療
研
修
に
つ
い
て
は
特
に
細
か
い
ル
ー
ル
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
私
た
ち
北
区
医
師
会
で
は
病
診
連
携
の
一
つ
と
し
て
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
も
、
基

本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
変
わ
り
な
く
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
続
け
て

い
ま
す
。

　

指
導
医
、
研
修
医
と
の
「
交
流
会
」
も
新
研
修
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
、

府
医
で
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
参
考
に
、
平
成
19
年
度
に
第
1
回

「
交
歓
会
」
を
開
催
し
、
有
意
義
で
あ
っ
た
た
め
そ
れ
以
降
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
） 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で

学
術
講
演
会
に
ひ
き
つ
づ
き
、
北
区
内
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
（
北
野
病

院
、
済
生
会
中
津
病
院
、
住
友
病
院
）
の
指
導
医
と
研
修
医
、
北
区
内
の

地
域
医
療
研
修
に
参
加
し
て
い
る
診
療
所
の
指
導
医
が
集
ま
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
（
医
師　

敬
称
略
）

　

北
区
医
師
会
長　

…　

波
多
野
泉
（
ハ
タ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

研

修

医　

…　

伊
藤
由
作
、
黒
田
彩
子
、
大
岩
香
梨
、
白

石
祐
介
、
武
呂
幸
治
（
以
上
、
北
野
病
院
）

池
村
彩
華
、
栗
本
浩
行
、
向
山
知
佑
、
橘

祐
希
（
以
上
、
済
生
会
中
津
病
院
）

長
谷
川
優
妃
、
高
田
洋
子
、
福
井
康
裕
、

藤
田
望
、
松
永
由
紀
、
河
﨑
顕
治
、
下
原

悠
一
、
中
村
孝
彦
、
東
佑
香
、
渡
邉
亮
太

（
以
上
、
住
友
病
院
）

　

病

院

指

導

医　

…　

東
千
尋
（
済
生
会
中
津
病
院
）
、
猪
子
森

明
（
北
野
病
院
）
、
木
内
俊
一
郎
（
北
野

病
院
）
、
安
井
良
則
（
済
生
会
中
津
病
院
）
、

山
本
浩
司
（
住
友
病
院
）　

る
ー
む
301　

シ
リ
ー
ズ
１

卒

後

研

修

委

員

会
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診
療
所
指
導
医　

…　

本
出
肇
（
本
出
診
療
所
）
、
大
原
裕
彦
（
大

原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
古
林
光
一
（
古
林
医

院
）
、
片
岡
晃
哉
（
兵
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

片
岡
の
司
会
の
も
と
立
食
形
式
で
始
ま
り
、
ま
ず
各
病
院
の
研
修
医
に

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

北
野
病
院
か
ら
は
、
北
区
内
の
診
療
所
で
の
実
際
の
診
療
経
験
を
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
上
手
に
楽
し
い
経
験
談
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

済
生
会
中
津
病
院
か
ら
は
、
福
島
の
済
生
会
病
院
で
の
研
修
の
経
験
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
済
生
会
病
院
で
も
、
こ
じ
ん
ま
り
し
て

い
て
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
り
な
が
ら
訪
問
診
療
も
あ
り
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア
の
よ
い
経
験
が
で
き
る
な
ぁ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
友
病
院
か
ら
は
、
今
年
も
南
三
陸
の
病
院
に
行
か
れ
た
研
修
医
か
ら

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
新
病
院
が
で
き
る
予
定
で
少
し
ず
つ
変
わ
り
つ

つ
あ
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興
と
い
え
る
状

況
に
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
素
晴
ら
し
い
経
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
宿
舎
が
ワ
ン
ル
ー
ム
の
仮
設
住
宅
の
よ
う
な
部
屋
で
寒
そ

う
で
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
皆
さ
ん
は
話
が
と
て
も
上
手
で
歯
切
れ
よ
く
と
て
も

楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
研
修
医
の
頃
は
も
っ
と
オ

ド
オ
ド
し
た
り
、
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
て
言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
す
る
事
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
研
修
医
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
お
し

ゃ
れ
で
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
び
っ
く
り
ポ
ン
で
す
。
研
修
医
の
発
表

後
、
病
院
の
指
導
医
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
後
研
修
医
の
自
己
紹

介
、
診
療
所
の
指
導
医
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
丁
度
予
定
の
時
間
と
な
り
中

締
め
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
で
き
る
限
り
「
交
流
会
」
を
続
け
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
は
も
う
少
し
研
修
医
が
多
く
し

ゃ
べ
れ
る
時
間
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
診
療
所
の
先
生
方
も
で
き
る

限
り
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
大
阪
府
医
師
会
で
は
毎
年
年
1
回
「
指
導
医
の

た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
一
泊
二
日
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
北

区
医
師
会
で
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
料
金
の
補
助
を
し
て
お

り
、
3
年
前
に
は
7
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
是
非
こ
ち
ら
へ
の
参
加
も

考
え
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
医
の
研
修
に
も
今
ま
で
以
上
の
北
区
医
師
会
員
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
「
交
流
会
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
（
株
）
第
一
三
共

大
阪
支
店
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。
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